
「昔ながらの、田んぼにかかしの立つ風景を子どもたちにも残したい」と
いう思いから、地元住民の方が中心となってかかしを持ち寄ったことから
始まったお祭りだそうです。

  地域の活性化と新旧住民の親睦を深める場として始まり、今ではすっ
かり秋の風物詩となっています。

  水田にある幅2ｍほどの道に沿って、地域の住民や子どもたちが趣向
を凝らして作ったかかしが並べられています。

  1992年に中新田地区の新旧住民の交流と親睦の場として中新田営農
組合が地元有志で、サラリーマンらでつくる米作りグループ水耕会に呼
びかけて始まりました。

  平成5年に第1回が開催され、毎年9月に田んぼをかかしが彩ります。

  10周年の際にNHKの番組で紹介され、広く知られるようになりました。

 

かかし祭りの歴史

かかし祭りについて

かかし祭りとは？

  およそ300体のかかしが集まり
ユニークなかかしに賞が送られる

海西中学校の2年1組の作ったかかしもあるので
　　　　　ぜひ見に来てください！


